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5 6

操作スイッチを切り替え、用途に応じた運転モードを選びます。

LOWモードは、弊社従来製品「温」使用時と比較して、約40%まで電力をセーブして使用できます。
COLDモードとLOW/HIGHモードを切り替えるときは、本体の電源を切り、ドアを開けて十分放熱してから運転モードを切
り替えてください。放熱が十分でないと、おしぼりが適温になるまで時間がかかります。
操作スイッチで運転モードを切り替えてから約1秒後に、各モードに応じた運転ランプが点灯、または消灯します。

※

※

※

本体の操作スイッチを［OFF］の位置に合わせ、電源を切ってから電源プラグを抜いてください。

長期間使用しないときは

4 ‒ 操作スイッチでモードを選ぶ

［COLD］

モード

［LOW］

［HIGH］

［OFF］

「青」に点灯

運転ランプ

「橙」に点灯

「赤」に点灯

消灯

冷たいおしぼり、
クールダウン用タオル

使用用途

低温のおしぼり、
ボディーケア用温タオル

高温のおしぼり

本体の電源を切る

操作スイッチ

本製品は内部に熱を発生します。火災、感電またはけがを防止するために必ず本取扱
説明書の「安全上のご注意」をお読みのうえ、その内容に従ってご使用ください。

本製品の使い方

ドアを開くときは、以下の点にご注意く
ださい。
勢いをつけて開かない。
ドアを周辺の家具などにぶつけない。
加熱時はおしぼりやタオル・ワイ
ヤーバスケットが熱くなっている場
合があります。ご注意ください。

ポリ袋に包まれたおしぼり・タオル
をご使用ください。ポリ袋に包まれ
ていない場合は、耐熱性ラップなど
を巻いてご使用ください。
ワイヤーバスケットはガイドに確実に
載せてください。
引火性の高いオイル・アルコール
が付着したおしぼり・タオルのご使
用はおやめください。

ドアを閉めるときは、以下の点にご注
意ください。
指など体の一部を挟まない。
おしぼりなどのものを挟まない。
確実に閉まっていることを確認する。
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※

1 ‒ ドアを開け、庫内のワイヤーバスケットを取り出す

3 ‒ ドアを閉める

2 ‒ 適度に湿ったおしぼり・タオルをワイヤーバスケット内に並べ、庫内に入れる
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